
（ 31）

〔
解
題
〕

 

陳
師
道
、
字
は
無
己
、
ま
た
の
字
は
履
常
、
自
ら
後
山
居
士
と
号
し
た
。

彭
城
（
江
蘇
省
徐
州
）
の
人
。
北
宋
・
仁
宗
の
皇
祐
五
年
（
一
〇
五
三
）

に
生
ま
れ
た
。
家
が
貧
し
い
な
が
ら
も
勉
学
に
励
み
、
十
六
歳
の
時
に
曽

鞏
に
師
事
し
た
。
神
宗
の
時
、
王
安
石
の
新
法
が
行
わ
れ
た
た
め
、
仕
官

を
望
ま
ず
貧
困
を
極
め
、
そ
の
あ
ま
り
の
貧
し
さ
に
、
妻
と
子
は
岳
父
に

引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
哲
宗
の
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
四
月
、

蘇
軾
の
推
薦
に
よ
り
、
徐
州
教
授
に
任
命
さ
れ
、
七
月
に
太
学
博
士
と
な

り
、
よ
う
や
く
妻
子
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
、
潁
州
教

授
、
秘
書
省
正
字
な
ど
を
歴
任
し
、
徽
宗
の
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
二
）

十
二
月
に
四
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

 

蘇
軾
と
交
流
が
あ
り
、
黄
庭
堅
・
秦
観
・
張
耒
・
晁
補
之
・
李
廌
と
と

も
に
、「
蘇
門
の
六
君
子
」
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
著
に
『
後
山
集
』
二

十
四
巻
、『
後
山
詩
話
』
一
巻
、『
後
山
談
叢
』
四
巻
が
あ
る
。

 

本
稿
は
、陳
師
道
の
著
し
た『
後
山
詩
話
』の
訳
注
稿
で
あ
る
。「
詩
話
」

と
は
、
詩
に
ま
つ
わ
る
逸
話
や
理
論
・
評
価
な
ど
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、

北
宋
・
欧
陽
脩
の
『
詩
話
』
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
今
回
は
、
全
部

で
八
十
四
節
か
ら
な
る
う
ち
の
第
一
節
か
ら
第
二
十
節
を
掲
げ
る
。

 

と
こ
ろ
で
、
現
行
の
『
後
山
詩
話
』
に
は
、
蘇
軾
や
黄
庭
堅
、
秦
観
を

批
判
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
明
ら
か
に
陳
師
道
の
没
後
の
逸
話

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
陳
師
道
の
作
と
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
疑
問
視
す
る
説
が
見
ら
れ
る
（『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
九
五
「
集
部
・

詩
文
評
類
一
」「
後
山
詩
話
一
巻
」
を
参
照
）。
し
か
し
、
か
り
に
陳
師
道
の

作
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、『
後
山
詩
話
』
と
い
う
著
作
が
北
宋
の
時
代

の
文
学
思
潮
を
窺
い
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
損

翻
訳

『
後
山
詩
話
』
訳
注
稿
（
一
）

北
宋
・
陳
師
道　

著　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
沙
弥
香
・
竹
澤
英
輝
・
許
山
秀
樹　
　
　

松
尾
肇
子
・
三
野
豊
浩
・
矢
田
博
士　

訳
注
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な
う
も
の
で
は
な
い
。

〔
凡
例
〕

◇　

テ
キ
ス
ト
は
、
清
・
何
文
煥
輯
『
歴
代
詩
話
』（
中
華
書
局
、
一
九
八

一
年
四
月
第
一
版
）
を
底
本
と
し
た
。

◇　

底
本
で
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
〔
校

一
〕、〔
校
二
〕
…
と
付
し
て
そ
の
箇
所
を
示
し
、【
校
異
】
の
項
目
を

設
け
て
訳
出
し
た
。

◇　
【
訓
読
】の
項
目
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、漢
字
の
読
み（
ル
ビ
）

は
現
代
仮
名
遣
い
を
、
送
り
仮
名
は
旧
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

一

 

王
師
圍
金
陵
、
唐
使
徐
鉉
來
朝﹇

校
一
﹈。

鉉
伐
其
能
、
欲
以
口
舌
解

圍
。
謂
太
祖
不
文
、
盛
稱
其
主
博
學
多
藝
、
有
聖
人
之
能
、
使

誦
其
詩
。
曰
、「
秋
月
」
之
篇
、
天
下
傳
誦
之
。
其
句
云
云
。

太
祖
大
笑
曰
、「
寒
士
語
爾
、
我
不
道
也
」。
鉉
内
不
服
、
謂
大

言
無
實
、
可
窮
也
、
遂
以
請﹇

校
二
﹈。

殿
上
驚
懼
相
目
。
太
祖
曰
、「
吾

微
時
自
秦
中
歸
、
道
華
山
下﹇

校
三
﹈、

醉
臥
田
間
、
覺
而
月
出
、
有
句

曰
、『
未
離
海
底
千
山
黑
、
纔
到
天
中
萬
國
明
』」。
鉉
大
驚
、

殿
上
稱
壽
。

【
校
異
】

校
一
‥「
朝
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
清
・
張
鈞
衡
の
『
適
園
叢
書
』
本

（『
陳
後
山
集
』
三
十
巻
）
に
よ
っ
て
補
う
。

校
二
‥「
遂
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
前
掲
本
に
よ
っ
て
補
う
。

校
三
‥「
吾
」「
山
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

【
訓
読
】

 

王
師　

金
陵
を
囲
み
、
唐
使
の
徐
鉉　

来
朝
す
。
鉉　

其
の
能

を
伐ほ
こ

り
、
口
舌
を
以
て
囲
み
を
解
か
ん
と
欲
す
。
太
祖
文
あ
ら
ず

と
謂お
も

ひ
、
盛
ん
に
其
の
主
の
博
学
多
芸
に
し
て
、
聖
人
の
能
有
る

を
称た
た

へ
、
其
の
詩
を
誦
せ
し
む
。
曰
く
、「
秋
月
」
の
篇
、
天
下　

之
を
伝
誦
す
、
と
。
其
の
句
云
云
。
太
祖　

大
い
に
笑
ひ
て
曰
く
、

「
寒
士
の
語
な
る
の
み
、
我
は
道い

は
ざ
る
な
り
」
と
。
鉉　

内
に
服

せ
ざ
る
も
、
大
言
無
実
な
る
こ
と
、
窮
む
べ
き
な
り
と
謂
ひ
、
遂

に
以
て
請
ふ
。
殿
上　

驚
懼
し
て
相
ひ
目
す
。
太
祖
曰
く
、「
吾　

微
な
る
時
、
秦
中
よ
り
帰
り
、
華
山
の
下
に
道
し
、
田
間
に
酔
臥

せ
し
と
き
、
覚
む
る
に
月
出
づ
、
句
有
り
て
曰
く
、『
未
だ
海
底
を

離
れ
ざ
る
と
き　

千
山
黒
く
、
纔
か
に
天
中
に
到
れ
ば　

万
国
明

ら
か
な
り
』
と
」
と
。
鉉　

大
い
に
驚
き
、
殿
上　

寿
を
称
す
。

【
語
釈
】

＊
金
陵
‥
今
の
江
蘇
省
南
京
市
。
こ
こ
で
は
、
五
代
十
国
・
南
唐
の
都
を
指
す
。

＊
徐
鉉
‥
南
唐
の
人
。
後
に
南
唐
の
後
主
・
李
煜
に
従
い
、
宋
に
帰
順
し
た
。『
宋
史
』

巻
四
四
一
に
伝
が
あ
る
。
徐
鉉
が
南
唐
の
使
者
と
し
て
北
宋
の
朝
廷
を
訪
れ
た
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の
は
、
宋
・
太
祖
の
開
寶
八
年
（
九
七
五
）
の
こ
と
（
夏
承
燾
著
『
唐
宋
詞
人

年
譜
』
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）。

＊
其
主
‥
南
唐
の
後
主
・
李
煜
を
指
す
。
学
問
を
好
み
、
書
画
音
楽
な
ど
多
く
の
芸

術
に
優
れ
、
詞
を
得
意
と
し
た
。

＊
秋
月
之
篇
‥
未
詳
。
前
出
の
夏
承
燾
著『
唐
宋
詞
人
年
譜
』は
、北
宋
・
王
陶
の『
談

淵
』
の
以
下
の
記
述
に
見
え
る
「
詠
扇
詩
」
と
同
じ
も
の
と
す
る
。―

―

太
祖

一
日
小
宴
、
顧
後
主
曰
、「
聞
卿
能
詩
、
可
舉
一
聯
」。
後
主
思
久
之
、
乃
舉
「
詠

扇
詩
」。
云
、「
揖
讓
月
在
手
、
動
搖
風
滿
懷
」
…
…
。〔
太
祖　
一
日
小
宴
せ
し

と
き
、
後
主
を
顧
み
て
曰
く
、「
卿
は
詩
を
能
く
す
と
聞
く
、
一
聯
を
挙
ぐ
べ
し
」

と
。
後
主　

思
ふ
こ
と
久
し
く
し
て
、
乃
ち
「
扇
を
詠
ず
る
の
詩
」
を
挙
ぐ
。

云
ふ
、「
揖
讓
す
れ
ば　
月
は
手
に
在
り
、
動
揺
す
れ
ば　
風
は
懐
に
満
つ
」
と
。

…
…
〕。―

―

た
だ
し
、『
談
淵
』
の
こ
の
記
述
は
、
南
唐
の
後
主
・
李
煜
が
囚

わ
れ
た
後
の
事
を
記
し
て
お
り
、
囚
わ
れ
る
直
前
の
事
を
記
し
た
本
節
と
は
、

場
面
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
因
み
に
、「
詠
扇
詩
」
の
二
句
は
、「
両
手
を
組
ん

で
会
釈
を
す
れ
ば
、
月
の
よ
う
に
丸
い
扇
は
手
の
上
に
あ
り
、
そ
れ
を
揺
り
動

か
せ
ば
、
風
が
懐
に
満
ち
る
」
と
い
う
意
で
、
こ
こ
で
の
月
は
、
団
扇
の
形
を

比
喩
的
に
形
容
し
た
も
の
で
、
月
そ
の
も
の
を
詠
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

 
 

ま
た
、田
居
倹
著
『
李
煜
伝
』（
当
代
中
国
出
版
社
、一
九
九
五
年
）
で
は
、「
三

臺
令
」
の
末
尾
の
二
句
と
す
る
。
た
だ
し
、
明
確
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「
三
臺
令
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。―

―

不
寐
倦
長
更
、
披
衣
出
戸
行
、
月
寒

秋
竹
冷
、
風
切
夜
窓
声
。〔
寐
ね
ず
し
て
長
更
に
倦
み
、
衣
を
披ま
と
ひ
て
戸
を
出
で

て
行
く
、
月　

寒
く
し
て　

秋
竹　

冷
や
や
か
に
、
風　

切
に
し
て　

夜
窓　

声
あ
り
〕。―

―

＊
謂
大
言
無
實
、可
窮
也
‥「
大
言
」は
、大
風
呂
敷
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。「
無
實
」は
、

真
実
で
は
な
い
こ
と
。「
窮
」
は
、
突
き
詰
め
る
、
の
意
。
太
祖
の
「
寒
士
語
爾
、

我
不
道
也
」
と
い
う
発
言
が
、
大
風
呂
敷
を
ひ
ろ
げ
た
だ
け
で
事
実
無
根
で
あ

る
こ
と
を
追
及
で
き
る
と
思
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

＊
微
時
‥
身
分
が
低
く
、
ま
だ
名
が
現
わ
れ
な
い
と
き
。

＊
秦
中
‥
今
の
陝
西
省
中
部
一
帯
の
地
を
い
う
。

＊
華
山
‥
今
の
陝
西
省
華
陰
市
の
南
に
あ
る
山
。
五
岳
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

＊「
未
離
」
の
二
句
‥『
全
宋
詩
』
巻
一
に
は
、
こ
の
二
句
の
み
を
引
く
。

【
通
釈
】

 

宋
の
軍
隊
が
金
陵
を
包
囲
す
る
と
、
南
唐
の
使
者
の
徐
鉉
が
来

朝
し
た
。
徐
鉉
は
自
分
の
能
力
を
誇
り
、
弁
舌
を
ふ
る
っ
て
包
囲

を
解
除
し
よ
う
と
思
っ
た
。
太
祖
に
は
文
芸
に
関
す
る
才
能
が
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ
こ
で
自
分
の
君
主
が
博
学
多
芸
で
、
聖
人

に
並
ぶ
ほ
ど
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
称
賛
し
、
君
主
の
詩
を
朗
唱

さ
せ
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
こ
の『
秋
月
』の
作
は
、

天
下
の
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
詠
い
伝
え
て
い
ま
す
」
と
。
そ
の
詩
の

内
容
は
云
々
。
太
祖
は
大
笑
い
し
て
言
っ
た
。「
う
ら
ぶ
れ
た
男
の

言
葉
に
す
ぎ
ぬ
。
私
は
そ
ん
な
詩
は
詠
ま
ん
よ
」
と
。
徐
鉉
は
内

心
不
服
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
が
単
な
る
大
風
呂
敷
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
追
及
で
き
る
と
思
い
、
そ
こ
で
「
そ
れ
で
し
た
ら
御
作

を
拝
聴
し
た
い
」
と
願
い
出
た
。
殿
中
の
家
臣
た
ち
は
、
徐
鉉
の

大
胆
な
要
望
に
驚
愕
し
、
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
太
祖
が
言

う
に
は
、「
私
が
ま
だ
微
賎
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
秦
か
ら
帰
る

際
、
華
山
の
麓
を
通
り
、
畑
の
中
で
酔
っ
て
寝
た
と
き
、
目
が
覚

め
た
ら
月
が
出
て
い
た
。
そ
の
時
で
き
た
の
が
、『
月
が
ま
だ
海
底
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か
ら
離
れ
て
い
な
い
と
き
、
幾
千
の
山
は
暗
か
っ
た
が
、
天
に
ほ

ん
の
少
し
顔
を
出
し
た
だ
け
で
、
幾
万
の
国
が
明
る
く
な
っ
た
』

と
い
う
句
だ
」
と
。
徐
鉉
は
そ
の
詩
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
き
、
殿

中
の
家
臣
た
ち
は
万
歳
を
叫
ん
だ
。

二

 

孟
嘉
落
帽
、
前
世
以
爲
勝
絶
。
杜
子
美
「
九
日
」
詩
云
、「
羞

將
短
髮
還
吹
帽
、
笑
倩
旁
人
爲
正
冠
」。
其
文
雅
曠
達
、
不
減

昔
人
。
故
謂
詩
非
力
學
可
致
、
正
須
胸
肚
中
泄
爾﹇

校
一
﹈。

【
校
異
】

校
一
‥「
故
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。「
胸
肚
中
泄
」
は
、
も
と
は
「
胸

中
度
世
」
に
作
っ
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
い
か
つ
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

「
孟
嘉
落
帽
」、
前
世　

以
て
勝
絶
と
為
す
。
杜
子
美
の
「
九
日
」

詩
に
云
ふ
、「
羞
づ
ら
く
は
短
髮
を
将
つ
て
還
た
帽
を
吹
か
る
る

を
、
笑
ひ
て
旁
人
を
倩や
と

ひ
て
為
に
冠
を
正
さ
し
む
」
と
。
其
の
文

雅
曠
達
、
昔
人
に
減
ぜ
ず
。
故
に
謂
へ
ら
く
、
詩
は
力
学
し
て
致

す
べ
き
に
非
ず
、
正
に
須
ら
く
胸
肚
中
よ
り
泄
ら
す
べ
き
の
み
、

と
。

【
語
釈
】

＊
孟
嘉
落
帽
‥『
晋
書
』
巻
九
十
八
「
孟
嘉
伝
」
に
見
え
る
故
事
を
踏
ま
え
る
。
そ
の

故
事
の
大
意
は
、
以
下
の
通
り
。―

―

桓
温
が
主
催
し
た
九
月
九
日
の
宴
会
の

折
り
、
風
が
孟
嘉
の
か
ぶ
り
も
の
を
吹
き
落
と
し
た
。
孟
嘉
は
気
付
か
ず
に
い

た
。
や
が
て
孟
嘉
が
厠
に
立
っ
た
折
り
、
桓
温
は
そ
れ
を
手
に
取
り
、
孫
盛
に

命
じ
て
作
ら
せ
た
孟
嘉
を
か
ら
か
う
文
と
と
も
に
、
孟
嘉
の
席
に
置
い
て
お
い

た
。
席
に
戻
っ
た
孟
嘉
は
、
そ
の
文
を
見
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
文
を
作
っ
て
答
え

た
。
そ
の
文
の
す
ば
ら
し
さ
に
周
り
の
者
は
み
な
感
心
し
た
。―

―

因
み
に
、

人
前
で
頭
を
露
わ
に
す
る
の
は
非
礼
と
さ
れ
て
い
た
。

＊
前
世
‥
広
く
前
の
時
代
を
指
す
。

＊
杜
子
美
「
九
日
」
詩
‥
唐
・
杜
甫
の
七
言
律
詩
「
九
日
藍
田
崔
氏
莊
」
を
指
す
。

引
用
の
二
句
は
、
そ
の
頷
聯
。

＊
文
雅
曠
達
‥「
文
雅
」
と
は
、
典
雅
で
上
品
で
あ
る
こ
と
。「
曠
達
」
と
は
、
思
い

が
の
び
の
び
と
広
が
っ
て
い
る
さ
ま
。

＊
力
學
‥
努
力
し
て
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
。

＊
胸
肚
‥
胸
と
腹
。
こ
こ
で
は
、
心
の
奥
か
ら
自
然
と
湧
き
起
こ
る
感
情
を
言
う
。

【
通
釈
】

 

「
孟
嘉
落
帽
」
は
、
か
ね
て
よ
り
絶
妙
の
故
事
と
さ
れ
て
い
る
。

杜
甫
の
「
九
日
」
詩
に
言
う
、「
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
髪
が
薄
く

な
り
、
か
ぶ
り
も
の
が
風
に
吹
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
照
れ
隠

し
に
笑
い
な
が
ら
、
隣
の
人
に
冠
を
正
し
く
か
ぶ
ら
せ
て
も
ら
う
」

と
。
そ
の
詩
は
典
雅
で
奥
ゆ
き
が
あ
り
、
古
人
に
劣
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
詩
は
学
問
に
頼
っ
て
努
力
し
て
作
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

心
の
奥
か
ら
自
然
と
湧
き
出
て
く
る
詩
情
に
よ
っ
て
紡
ぐ
べ
き
な
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の
だ
と
思
う
。

三
 

望
夫
石
在
處
有
之
。
古
今
詩
人
、共
用
一
律
、惟
劉
夢
得
云﹇

校
一
﹈、

「
望
來
已
是
幾
千
歳
、
只
似
當
年
初
望
時
」。
語
雖
拙
而
意
工
。

 

黄
叔
達﹇

校
二
﹈、

魯
直
之
弟
也
。
以
顧
況
爲
第
一
。
云
、「
山
頭
日

日
風
和
雨
、行
人
歸
來
石
應
語
」。
語
意
皆
工
。
江
南
有
望
夫
石
、

毎
過
其
下
、
不
風
即
雨
、
疑
況
得
句
處
也
。

【
校
異
】

校
一
‥「
劉
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

校
二
‥「
達
」
の
字
は
、
も
と
は
「
度
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

望
夫
石　

在
処
に
之こ
れ

有
り
。
古
今
の
詩
人
、
共
に
一
律
を
用
ふ

る
も
、
惟
だ
劉
夢
得
の
み
云
ふ
、「
望
み
来
た
り
て
已
に
是
れ
幾
千

歳
、
只
だ
似
た
り　

当
年
初
め
て
望
み
し
時
に
」
と
。
語
は
拙
な

り
と
雖
も
意
は
工た
く
みな
り
。

 

黄
叔
達
は
、
魯
直
の
弟
な
り
。
顧
況
を
以
て
第
一
と
為
す
。
云

ふ
、「
山
頭　

日
日　

風　

雨
に
和
し
、
行
人　

帰
り
来
た
れ
ば 

石 

応
に
語
る
べ
し
」
と
。
語
意　

皆
な
工た
く
みな
り
。
江
南
に
望
夫
石

有
り
、
其
の
下
を
過
ぐ
る
毎
に
、
風
あ
ら
ず
ん
ば
即
ち
雨
、
疑
ふ

ら
く
は
況
の
句
を
得
し
処
な
ら
ん
。

【
語
釈
】

＊
望
夫
石
‥
夫
の
帰
り
を
山
に
登
っ
て
待
ち
続
け
た
妻
が
石
に
化
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
伝
説
に
基
づ
く
岩
。
望
夫
石
に
関
す
る
専
論
に
、
松
岡
正
子
論
文
「
望
夫

石
伝
説
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
十
一
期
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九

八
五
年
）
が
あ
る
。

＊
一
律
‥
千
篇
一
律
、
の
意
。
唐
・
韓
愈
「
南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
」
に
、
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。―

―

惟
古
於
詞
必
己
出
、
…
…
從
漢
迄
今
用
一
律
。〔
惟
だ
古
の
詞

に
於
け
る
は
必
ず
己
よ
り
出
づ
。
…
…
漢
よ
り
今
に
迄お
よ
び
一
律
を
用
ふ
〕。―

―

＊
劉
夢
得
‥
唐
・
劉
禹
錫
の
こ
と
。
夢
得
は
そ
の
字
。
引
用
の
二
句
は
、
七
言
絶
句

「
望
夫
石　
正
對
和
州
郡
樓
」詩
の
転
句
と
結
句
。
起
句
と
承
句
は
以
下
の
通
り
。

―
―

終
日
望
夫
夫
不
歸
、
化
爲
孤
石
苦
相
思
。〔
終
日　

夫
を
望
む
も　

夫
は
帰

ら
ず
、
化
し
て
孤
石
と
為
る
も　
苦
だ
相
ひ
思
ふ
〕。―

―

＊
黄
叔
達
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
（
字
は
魯
直
）
の
弟
。
字
は
知
命
。

＊
顧
況
‥
唐
の
詩
人
。
た
だ
し
、
引
用
の
二
句
は
、
実
は
唐
・
王
建
の
「
望
夫
石
」

詩
の
一
節
。
全
文
は
以
下
の
通
り
。―

―

望
夫
處
、江
悠
悠
、化
爲
石
、不
回
頭
、

山
頭
日
日
風
復
雨
、
行
人
歸
來
石
應
語
。〔
夫
を
望
む
の
処
、
江
は
悠
悠
た
り
、

化
し
て
石
と
為
る
も
、
頭
を
回め
ぐ
らさ
ず
、
山
頭　

日
日　

風　

復
た
雨
、
行
人　

帰
り
来
た
れ
ば　
石　
応
に
語
る
べ
し
〕。―

―

　

 
 

こ
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
南
宋
・
呉
曽
の
『
能
改
齋
漫
録
』
巻
三
に
以
下
の

よ
う
に
言
う
。―

―

予
家
有
王
建
集
、
載
「
望
夫
石
」
詩
。
乃
知
非
況
作
。
其
全

章
云
、「
…
…
」。
豈
無
己
叔
達
偶
忘
王
建
作
耶
。〔
予
の
家
に
王
建
の
集
有
り
、「
望

夫
石
」詩
を
載
す
。
乃
ち
況
の
作
に
非
ざ
る
を
知
る
。
其
の
全
章
に
云
ふ
、「
…
…
」

と
。
豈
に
無
己
と
叔
達　

偶
た
ま
王
建
の
作
た
る
を
忘
れ
た
る
か
〕。―

―

「
無

己
」
は
、
陳
師
道
の
字
。
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【
通
釈
】

 
望
夫
石
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る
。
望
夫
石
を
詠
ん
だ
古
今
の

詩
人
の
作
品
は
千
篇
一
律
だ
が
、
劉
禹
錫
だ
け
は
異
な
っ
て
い
て

次
の
よ
う
に
言
う
、「
じ
っ
と
見
続
け
て
す
で
に
数
千
年
、
夫
の
帰

り
を
待
ち
望
ん
だ
当
時
の
姿
の
ま
ま
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
」
と
。

言
葉
は
拙
い
が
着
想
は
巧
み
で
あ
る
。

 

黄
叔
達
は
黄
庭
堅
の
弟
で
あ
る
。
彼
は
（
望
夫
石
を
詠
っ
た
詩

人
の
中
で
は
）
顧
況
を
第
一
の
詩
人
と
考
え
た
。
顧
況
の
詩
に
次

の
よ
う
に
言
う
、「
山
頂
に
は
日
々
、
雨
ま
じ
り
の
風
が
吹
い
て
い

る
。
旅
に
出
た
夫
が
帰
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
石
と
化
し
た
妻
は

き
っ
と
語
り
か
け
る
だ
ろ
う
」
と
。
言
葉
も
着
想
も
巧
み
で
あ
る
。

江
南
地
方
に
望
夫
石
が
あ
り
、
そ
の
下
を
通
り
過
ぎ
る
た
び
に
風

に
吹
か
れ
る
か
雨
に
降
ら
れ
る
か
す
る
。
こ
こ
が
き
っ
と
顧
況
が

こ
の
句
を
得
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
。

四

 

歐
陽
永
叔
不
好
杜
詩
、
蘇
子
瞻
不
好
司
馬
『
史
記
』。
余
每

與
黄
魯
直
怪
嘆
、
以
爲
異
事
。

【
訓
読
】

 

欧
陽
永
叔
は
杜
詩
を
好
ま
ず
、
蘇
子
瞻
は
司
馬
の
『
史
記
』
を

好
ま
ず
。
余　

毎
に
黄
魯
直
と
怪
嘆
し
、
以
て
異
事
と
為
す
。

【
語
釈
】

＊
歐
陽
永
叔
‥
北
宋
・
欧
陽
脩
の
こ
と
。
永
叔
は
そ
の
字
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。

＊
蘇
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。

【
通
釈
】

 

欧
陽
脩
は
杜
甫
の
詩
を
好
ま
ず
、
蘇
軾
は
司
馬
遷
の
『
史
記
』

を
好
ま
な
か
っ
た
。
私
は
い
つ
も
黄
庭
堅
と
と
も
に
不
思
議
な
こ

と
だ
と
訝
か
し
く
思
っ
た
。

五

 

費
氏
、
蜀
之
青
城
人
。
以
才
色
入
蜀
宮
、
後
主
嬖
之
。
號
花

蕊
夫
人
、
效
王
建
作
宮
詞
百
首
。
國
亡
、
入
備
後
宮
。
太
祖
聞

之
、
召
使
陳
詩
。
誦
其
「
國
亡
」
詩
云
、「
君
王
城
上
豎
降
旗
、

妾
在
深
宮
那
得
知
。
十
四
萬
人
齊
解
甲
、
更
無
一
個
是
男
兒
」。

太
祖
悅
。
蓋
蜀
兵
十
四
萬
、
而
王
師
數
萬
爾
。 

【
訓
読
】

 

費
氏
は
、
蜀
の
青
城
の
人
な
り
。
才
色
を
以
て
蜀
宮
に
入
れ
ら
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れ
、
後
主　

之
を
嬖め
と

る
。
花
蕊
夫
人
と
号
し
、
王
建
に
效
ひ
て
宮

詞
百
首
を
作
る
。
国
亡
び
て
、
入
り
て
後
宮
に
備
へ
ら
る
。
太

祖　

之
を
聞
き
、
召
し
て
詩
を
陳の

べ
し
む
。
其
の
「
国
亡
」
詩
を

誦
し
て
云
ふ
、「
君
王　

城
上　

降
旗
を
豎た

つ
、
妾
は
深
宮
に
在

り　

那な
ん

ぞ
知
る
を
得
ん
。
十
四
万
人　

斉ひ
と

し
く
甲
を
解
く
、
更
に

一
個
と
し
て
是
れ
男
児
な
る
は
無
し
」
と
。
太
祖　

悅
ぶ
。
蓋
し

蜀
兵
は
十
四
万
に
し
て
、
而
し
て
王
師
は
数
万
の
み
な
れ
ば
な
り
。

【
語
釈
】

＊
費
氏
‥
五
代
十
国
の
一
つ
、
後
蜀
の
主
・
孟も
う
ち
ょ
う昶の
夫
人
。

＊
王
建
‥
唐
の
詩
人
。
楽
府
に
長
じ
、
宮
詞
百
首
が
あ
る
。

＊
宮
詞
‥
宮
廷
の
秘
事
や
遺
聞
を
詠
じ
た
詩
。
玄
宗
の
宮
廷
生
活
に
関
す
る
伝
聞
を

王
建
が
七
言
絶
句
に
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
費
氏
が
自
ら
の
経

験
を
も
と
に
宮
詞
百
首
を
作
り
、
さ
ら
に
、
北
宋
の
王
珪
が
宮
詞
百
首
を
作
り
、

併
せ
て
三
家
宮
詞
と
い
う
。

＊
甲
‥
武
器
全
般
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
平
声
の
「
兵
」
が
使
え
な
い
た
め
、
仄
声

の
「
甲
」
を
代
わ
り
に
用
い
た
。

【
通
釈
】

 

費
氏
は
蜀
の
青
城
の
人
で
あ
っ
た
。
才
色
が
秀
で
て
い
た
の
で

蜀
の
宮
中
に
入
り
、
後
主
に
娶
ら
れ
た
。
花
蕊
夫
人
と
名
乗
り
、

王
建
に
な
ら
っ
て
、「
宮
詞
百
首
」
を
作
っ
た
。
蜀
が
滅
ん
だ
後
、

宋
の
後
宮
に
入
れ
ら
れ
た
。
太
祖
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
呼
び

寄
せ
て
詩
を
よ
ま
せ
た
。
そ
の
「
国
亡
」
詩
を
朗
唱
し
て
言
っ
た
。

「
君
王
は
城
壁
の
上
で
白
旗
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
宮
中
奥

深
く
に
お
り
ま
し
た
の
で
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
十

四
万
人
の
兵
士
た
ち
は
一
斉
に
武
器
を
捨
て
、
立
ち
上
が
っ
て
抗

戦
す
る
益ま
す
ら
お
荒
男
は
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
。
太
祖

は
喜
ん
で
聞
い
た
。
蜀
の
兵
士
は
十
四
万
人
で
あ
っ
た
が
、
宋
軍

は
数
万
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

六

 

韓
退
之「
南
食
」詩
云
、「
鱟
實
如
惠
文
」。『
山
海
經
』云
、「
鱟

如
惠
文
」。
惠
文
、
秦
冠
也
。「
蠔
相
黏
爲
山
」。
蠔
、
牡
蠣
也
。

【
訓
読
】

 

韓
退
之
の
「
南
食
」
詩
に
云
ふ
、「
鱟こ
う
は
実
に
恵
文
の
如
し
」
と
。

『
山
海
経
』
に
云
ふ
、「
鱟
は
恵
文
の
如
し
」
と
。
恵
文
と
は
、
秦

の
冠
な
り
。「
蠔
は
相
ひ
黏
し
て
山
と
為
る
」。蠔
と
は
、牡ぼ

蠣れ
い
な
り
。

【
語
釈
】

＊
韓
退
之
‥
唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。

＊「
南
食
」
詩
‥
韓
愈
の
「
初
南
食
貽
元
十
八
協
律
」
詩
を
指
す
。
全
二
十
八
句
か
ら

な
る
五
言
古
詩
で
、「
鱟
實
如
惠
文
」
の
句
は
そ
の
第
一
句
、「
蠔
相
黏
爲
山
」

の
句
は
そ
の
第
三
句
で
あ
る
。

＊
鱟
‥
カ
ニ
の
一
種
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
。
海
中
に
生
息
し
、
腹
部
に
六
対
の
足
を
持
ち
、
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目
は
背
中
の
上
に
あ
る
。
ま
た
雌
が
背
中
に
雄
を
背
負
っ
て
泳
ぐ
習
性
が
あ
る
。

『
文
選
』
巻
五
所
収
の
西
晋
・
左
思
「
呉
都
賦
」
の
李
善
注
に
引
く
、
劉
逵
の
注

に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

―

鱟
、
形
如
惠
文
冠
。
青
黒
色
、
十
二
足
、
似
蟹
。

足
悉
在
腹
下
、
長
五
六
寸
。
雌
常
負
雄
行
。
漁
者
取
之
必
得
其
雙
。
故
曰
乗
鱟
。

南
海
・
朱
崖
・
合
浦
諸
郡
皆
有
之
。〔
鱟　

形
は
恵
文
の
冠
の
如
し
。
青
黒
色
、

十
二
足
に
し
て
、
蟹
に
似
た
り
。
足
は
悉
く
腹
下
に
在
り
、
長
さ
五
六
寸
。
雌

は
常
に
雄
を
負
ひ
て
行
く
。
漁
者　

之
を
取
る
に
必
ず
其
の
双
を
得
た
り
。
故

に
乗
鱟
と
曰
ふ
。
南
海
・
朱
崖
・
合
浦
の
諸
郡　
皆
な
之こ
れ

有
り
〕。―

―

＊
惠
文
‥
冠
の
名
。
戦
国
時
代
・
趙
の
武
霊
王
が
胡
服
に
倣
っ
て
作
っ
た
冠
に
、
さ

ら
に
子
の
恵
文
王
が
装
飾
を
加
え
た
物
。
形
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
似
る
。

＊
山
海
經
‥
古
代
の
神
話
と
地
理
の
書
。
た
だ
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る
一
節
は
、
現

行
の
『
山
海
経
』
に
は
見
え
な
い
。『
玉
篇
』
巻
二
十
四
「
魚
部
」
に
、「
山
海

経
云
」
と
し
て
、
前
掲
の
劉
逵
の
注
と
似
た
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
に
見
え
る
。

た
だ
し
、「
形
如
惠
文
冠
」
を
「
形
如
車
文
」
に
作
る
。

【
通
釈
】

 

韓
愈
の「
南
食
」詩
に
言
う
、「
鱟
は
本
当
に
恵
文
の
よ
う
だ
」と
。

『
山
海
経
』
に
い
う
、「
鱟
は
恵
文
の
よ
う
だ
」
と
。「
恵
文
」
と
は
、

秦
の
時
代
の
冠
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
愈
は
続
け
て
「
蠔
は
互
い
に

く
っ
つ
き
あ
っ
て
山
の
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
。「
蠔
」
と
は
、

牡か

き蠣
の
こ
と
で
あ
る
。

七

 

白
樂
天
云
、「
笙
歌
歸
院
落
、
燈
火
下
樓
臺
」。
又
云
、「
歸

來
未
放
笙
歌
散
、
畫
戟
門
前
蠟
燭
紅
」。
非
富
貴
語
、
看
人
富

貴
者
也
。

【
訓
読
】

 

白
楽
天
云
ふ
、「
笙
歌　

院
落
に
帰
り
、
灯
火　

楼
台
を
下
る
」

と
。
又
た
云
ふ
、「
帰
り
来
た
り
て
未
だ
放
た
ず　

笙
歌
の
散
ず
る

を
、
画
戟
の
門
前　

蠟
燭
紅
な
り
」
と
。
富
貴
の
語
に
非
ず
、
人

の
富
貴
を
看
る
者
な
り
。

【
語
釈
】

＊
白
樂
天
‥
唐
・
白
居
易
の
こ
と
。
楽
天
は
そ
の
字
。
元
稹
と
交
流
が
あ
り
、
と
も

に
平
易
の
詩
を
目
指
し
た
。
北
宋
・
蘇
軾
は
、「
祭
柳
子
玉
文
」
の
中
で
、
彼
ら

の
詩
を
評
し
て
、「
元
軽
白
俗
」
と
言
う
。

＊「
笙
歌
」
の
二
句
‥
五
言
律
詩
「
宴
散
」
詩
の
頷
聯
。

＊「
歸
來
」
の
二
句
‥
七
言
律
詩
「
夜
歸
」
詩
の
尾
聯
。
た
だ
し
、『
全
唐
詩
』
巻
四

四
三
は
、「
門
前
」
を
「
門
開
」
に
作
る
。

【
通
釈
】

 

白
居
易
の
詩
に
言
う
、「
笙
の
音
に
合
わ
せ
て
歌
う
な
か
、
中
庭

を
通
っ
て
帰
り
、
灯
火
を
頼
り
に
楼
を
下
っ
て
い
く
」
と
。
ま
た

言
う
、「
戻
っ
て
き
て
み
る
と
、
ま
だ
笙
の
音
や
歌
声
が
続
い
て
お

り
、
美
し
い
戟
が
置
か
れ
た
門
に
は
灯
火
が
赤
々
と
輝
い
て
い
る
」

と
。
こ
れ
ら
は
、
富
貴
の
人
の
言
葉
で
は
な
く
、
他
人
の
富
貴
を

見
て
い
る
人
の
言
葉
で
あ
る
。
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八
 

楊
蟠
「
金
山
」
詩
云
、「
天
末
樓
臺
橫
北
固
、
夜
深
燈
火
見

揚
州
」。
王
平
甫
云
、「
莊
宅
牙
人
語
也
、
解
量
四
至
」。

 

呉
僧「
錢
塘
白
塔
院
」詩
曰
、「
到
江
呉
地
盡
、隔
岸
越
山
多
」。

余
謂
分
界
堠
子
語
也
。

【
訓
読
】

 

楊
蟠
の
「
金
山
」
詩
に
云
ふ
、「
天
末　

楼
台　

北
固
橫
た
は
り
、

夜
深
く　

灯
火　

揚
州
を
見
る
」
と
。
王
平
甫
云
ふ
、「
荘
宅
の
牙

人
の
語
な
り
、
解よ

く
四
至
を
量
る
」
と
。

 

呉
の
僧
の
「
銭
塘
の
白
塔
院
」
詩
に
曰
く
、「
江
に
到
り
て
呉
地

尽
き
、
岸
を
隔
て
て
越
山
多
し
」
と
。
余　

謂
へ
ら
く
、
分
界
の

堠
子
の
語
な
り
、
と
。

【
語
釈
】

＊
楊
蟠
‥
北
宋
の
人
。
詩
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
、
元
祐
年
間
に
蘇
軾
と
し
ば
し
ば

詩
の
唱
酬
を
し
た
。

＊「
金
山
」
詩
‥
七
言
律
詩
「
陪
潤
州
裴
如
晦
學
士
遊
金
山
回
作
」。
引
用
の
二
句
は
、

そ
の
頸
聯
。『
全
宋
詩
』
巻
四
〇
九
で
は
、「
天
末
」
を
「
天
遠
」
に
作
る
。

＊
北
固
‥
山
の
名
。
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
の
東
北
に
あ
る
。
三
国
六
朝
以
来
の
要

衝
と
し
て
知
ら
れ
る
。

＊
王
平
甫
‥
北
宋
・
王
安
国
の
こ
と
。
平
甫
は
そ
の
字
。
王
安
石
の
弟
。

＊
莊
宅
牙
人
‥
不
動
産
を
扱
う
仲
買
人
。

＊
呉
僧
‥
未
詳
。『
全
宋
詩
』
巻
三
七
五
一
に
、
こ
の
二
句
の
み
が
収
録
さ
れ
る
。

＊
分
界
堠
子
‥「
分
界
」
は
、
境
界
の
こ
と
。「
堠
子
」
は
、
土
地
の
境
界
に
置
い
た

距
離
を
示
す
塚
。
五
里
ご
と
に
単
堠
を
、
十
里
ご
と
に
双
堠
を
置
い
た
。

【
通
釈
】

 

楊
蟠
の
「
金
山
」
詩
に
言
う
、「
天
の
彼
方
、
楼
台
を
の
せ
て
北

固
の
山
が
横
た
わ
り
、
夜
が
深
ま
り
、
灯
火
を
点
し
た
揚
州
の

城ま

ち市
が
目
に
映
る
」
と
。
王
安
国
が
評
し
て
言
う
に
は
、「
ま
る
で

不
動
産
を
扱
う
仲
買
人
の
言
葉
の
よ
う
だ
。
土
地
の
四
方
の
様
子

を
よ
く
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
。

 

呉
の
僧
の
「
銭
塘
の
白
塔
院
」
詩
に
言
う
、「
長
江
に
着
い
て
呉

の
地
が
終
わ
り
、
川
を
隔
て
て
越
の
山
が
た
く
さ
ん
見
え
る
」
と
。

私
が
思
う
に
、
ほ
と
ん
ど
境
界
の
道
標
に
記
さ
れ
た
言
葉
の
よ
う

だ
、
と
。九

 

黄
魯
直
云
、「
杜
之
詩
法
出
審
言
、句
法
出
庾
信
。
但
過
之
爾
。

杜
之
詩
法
、
韓
之
文
法
也
。
詩
文
各
有
體
。
韓
以
文
爲
詩
、
杜

以
詩
爲
文
。
故
不
工
爾
」。

― 204 ―



愛知大学　言語と文化　No. 14

（ 40）

【
訓
読
】

 
黄
魯
直
云
ふ
、「
杜
の
詩
法
は
審
言
よ
り
出
で
、
句
法
は
庾
信
よ

り
出
づ
。
但
だ
之
を
過
ぐ
る
の
み
。
杜
の
詩
法
、
韓
の
文
法
な
り
。

詩
文
は
各
お
の
体
有
り
。
韓
は
文
を
以
て
詩
を
為
り
、
杜
は
詩
を

以
て
文
を
為
る
。
故
に
工た
く
みな
ら
ざ
る
の
み
」
と
。

【
語
釈
】

＊
詩
法
‥
詩
の
作
り
方
や
規
律
。
時
代
は
後
に
な
る
が
、南
宋
・
厳
羽
の『
滄
浪
詩
話
』

「
詩
弁
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

―

詩
之
法
有
五
。
曰
體
製
、
曰
格
力
、

曰
氣
象
、
曰
興
趣
、
曰
音
節
。〔
詩
の
法
に
五
有
り
。
体
製
と
曰
ひ
、
格
力
と
曰

ひ
、
気
象
と
曰
ひ
、
興
趣
と
曰
ひ
、
音
節
と
曰
ふ
〕。―
―

市
野
沢
寅
雄
氏
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
詩
の
製
作
風
」「
発
想
や
用
語
の
重
力
」「
気
が
ま
え
」「
味
・
趣
き
」

「
調
べ
」
と
訳
す
（『
滄
浪
詩
話
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
三
十
五
頁
）。

＊
審
言
‥
唐
・
杜
審
言
の
こ
と
。
唐
・
杜
甫
の
祖
父
。

＊
句
法
‥
句
の
作
り
方
や
組
み
立
て
方
。
因
み
に
、
南
宋
・
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』「
詩

弁
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―
―

其
用
工
有
三
。
曰
起
結
、
曰
句
法
、
曰

字
眼
。〔
其
の
工こ
う
を
用
ふ
る
に
三
有
り
。
起
結
と
曰
ひ
、
句
法
と
曰
ひ
、
字
眼
と

曰
ふ
〕。―

―

市
野
沢
寅
雄
氏
に
よ
れ
ば
、「
句
法
」
と
は
、「
句
づ
く
り
。
単
独

に
一
句
づマ
マ

つ
だ
け
で
な
く
黏
不
黏
等
の
句
間
の
法
則
も
問
題
」
と
言
う
（
前
掲

書
、
三
十
五
頁
）。
な
お
、
宋
末
元
初
・
張
炎
の
『
詞
源
』
に
も
、「
句
法
」
の

項
目
が
あ
る
（『
宋
代
の
詞
論―

張
炎
『
詞
源
』―

』
詞
源
研
究
会
、中
国
書
店
、

二
〇
〇
四
年
、
八
十
三
頁
）。

＊
庾
信
‥
南
朝
・
梁
の
詩
人
。
国
使
と
し
て
北
朝
・
西
魏
に
赴
い
た
が
、
長
安
に
抑

留
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
西
魏
に
仕
え
、
さ
ら
に
北
周
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

矢
嶋
美
都
子
論
文
「
杜
甫
の
詩
に
見
る
六
朝
詩
人
観
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』

第
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
六
朝
の
詩
人
を
詠
っ
た
杜
甫
の
詩
の
中

で
、
庾
信
を
詠
っ
た
詩
が
九
例
あ
り
、
陶
淵
明
に
次
い
で
数
が
多
い
と
言
う
。

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
が
言
う
に
は
、「
杜
甫
の
詩
の
法
は
杜
審
言
か
ら
出
て
、

句
の
法
は
庾
信
か
ら
出
て
い
る
。
た
だ
彼
ら
を
乗
り
越
え
て
い
る

だ
け
だ
。
範
と
す
べ
き
す
ぐ
れ
た
も
の
は
、
杜
甫
の
詩
の
法
、
韓

愈
の
文
の
法
で
あ
る
。
詩
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。

韓
愈
は
文
で
詩
を
作
り
、
杜
甫
は
詩
で
文
を
作
っ
た
。
だ
か
ら
う

ま
く
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

十

 

黄
魯
直
謂
白
樂
天
云
「
笙
歌
歸
院
落
、
燈
火
下
樓
臺﹇

校
一
﹈」、

不

如
杜
子
美
云
「
落
花
遊
絲
白
日
靜
、
鳴
鳩
乳
燕
青
春
深
」
也
。

孟
浩
然
云
「
氣
蒸
雲
夢
澤
、
波
撼
岳
陽
城
」、
不
如
九
僧
云
「
雲

中
下
蔡
邑
、
林
際
春
申
君
」
也

﹇
校
二
﹈。

【
校
異
】

校
一
‥「
云
」
の
字
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

校
二
‥「
不
如
九
僧
云
…
…
」
は
、
適
園
本
は
「
不
如
『
光
涵
太
虛
室
、
波
動
岳
陽
樓
』

爲
雄
渾
也
」
に
作
る
。

【
訓
読
】

 

黄
魯
直　

謂
へ
ら
く
、
白
楽
天
の
「
笙
歌　

院
落
に
帰
り
、
灯
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火　

楼
台
よ
り
下
る
」
と
云
ふ
は
、
杜
子
美
の
「
落
花　

遊
糸　

白
日
静
か
に
、
鳴
鳩　

乳
燕　

青
春
深
し
」
と
云
ふ
に
如
か
ざ
る

な
り
。
孟
浩
然
の
「
気
は
蒸
す　

雲
夢
の
沢
、
波
は
撼う
ご

く　

岳
陽

の
城
」
と
云
ふ
は
、
九
僧
の
「
雲
中
の
下
蔡
邑
、
林
際
の
春
申
君
」

と
云
ふ
に
如
か
ざ
る
な
り
、
と
。

【
語
釈
】

＊
白
樂
天
‥
唐
・
白
居
易
の
こ
と
。
楽
天
は
そ
の
字
。
引
用
の
二
句
は
、
五
言
律
詩

「
宴
散
」
詩
の
頷
聯
。

＊
杜
子
美
‥
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。
引
用
の
二
句
は
、
七
言
律
詩
「
題

省
中
壁
」
詩
の
頷
聯
。

＊
遊
絲
‥
風
に
た
だ
よ
う
蜘
蛛
の
糸
。

＊
孟
浩
然
‥
唐
の
詩
人
。
引
用
の
二
句
は
、
五
言
律
詩
「
望
洞
庭
湖
上
張
丞
相
」
詩

の
頷
聯
。
な
お
、
詩
題
を
「
臨
洞
庭
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

＊
雲
夢
澤
‥
洞
庭
湖
畔
を
包
み
込
む
よ
う
に
広
が
る
湿
原
。

＊
岳
陽
城
‥
洞
庭
湖
の
東
に
位
置
す
る
町
。
今
の
湖
南
省
岳
陽
市
。
岳
陽
楼
が
あ
る

こ
と
で
有
名
。

＊
九
僧
‥
北
宋
初
期
の
詩
に
よ
っ
て
名
高
か
っ
た
九
人
の
僧
。『
九
僧
詩
』
と
い
う
詩

集
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「『
温
公
続
詩
話
』
訳
注
稿
」（『
言

語
と
文
化
』
第
九
号
、
愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

＊
下
蔡
邑
‥
春
秋
時
代
・
蔡
国
の
最
後
に
置
か
れ
た
都
。
蔡
は
初
め
上
蔡
（
河
南
省

上
蔡
）
に
都
を
置
い
た
が
、
そ
の
後
、
新
蔡
（
河
南
省
）
に
遷
都
し
、
さ
ら
に

下
蔡（
安
徽
省
鳳
台
）に
遷
都
し
た
。
前
四
四
七
年
に
楚
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。

＊
林
際
春
申
君
‥「
春
申
君
」
は
、
戦
国
時
代
・
楚
の
公
子
で
宰
相
で
あ
っ
た
黄
歇
の

封
号
。
三
千
人
の
食
客
を
養
い
、
斉
の
孟
嘗
君
・
趙
の
平
原
君
・
魏
の
信
陵
君

と
と
も
に
戦
国
の
四
君
子
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
呉
の
山
上
に
城
を
築
い
て
自

分
の
都
邑
と
し
た
。「
林
」
は
、そ
の
都
邑
を
築
い
た
山
の
林
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
が
評
し
て
言
う
に
は
、
白
居
易
の
「
笙
の
音
に
合
わ
せ

て
歌
う
な
か
、
中
庭
を
通
っ
て
帰
り
、
灯
火
を
頼
り
に
楼
を
下
っ

て
い
く
」
と
い
う
句
は
、
杜
甫
の
「
風
に
落
ち
る
花
、
風
に
吹
か

れ
る
蜘
蛛
の
糸
、
空
に
は
太
陽
が
静
か
に
白
く
輝
き
、
連
れ
を
求

め
て
鳴
く
イ
カ
ル
ガ
、
餌
を
待
つ
ツ
バ
メ
の
雛
鳥
、
春
は
青
々
と

深
ま
り
ゆ
く
」
と
い
う
句
に
は
及
ば
な
い
。
孟
浩
然
の
「
蒸
気
た

ち
こ
む
雲
夢
の
沢
、
波
ゆ
ら
ぐ
洞
庭
湖
畔
の
岳
陽
の
城ま
ち

」
と
い
う

句
は
、
九
僧
の
「
雲
の
中
に
あ
る
か
の
よ
う
な
下
蔡
の
都
、
林
の

際
に
都
邑
を
築
い
た
春
申
君
」
と
い
う
句
に
は
及
ば
な
い
、
と
。

十
一

 

蘇
子
瞻
云
、「
子
美
之
詩
、
退
之
之
文
、
魯
公
之
書
、
皆
集

大
成
者
也
」。

【
訓
読
】

 
蘇
子
瞻
云
ふ
、「
子
美
の
詩
、
退
之
の
文
、
魯
公
の
書
、
皆
な
集

大
成
な
る
者
な
り
」
と
。
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【
語
釈
】

＊
蘇
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
蘇

軾
の
言
葉
は
、
彼
の
集
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、「
書
呉
道
子
畫
後
」
の
中
に

以
下
の
よ
う
な
類
似
の
言
及
が
見
え
る
。―

―

故
詩
至
于
杜
子
美
、
文
至
于
韓

退
之
、
書
至
于
顔
魯
公
、
畫
至
于
呉
道
子
、
而
古
今
之
變
、
天
下
之
能
事
、
畢
矣
。

〔
故
に
詩
は
杜
子
美
に
至
り
、
文
は
韓
退
之
に
至
り
、
書
は
顔
魯
公
に
至
り
、
画

は
呉
道
子
に
至
り
て
、
古
今
の
変
、
天
下
の
能
事
、
畢お
わ
れ
り
〕。―

―

＊
子
美
‥
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。　

＊
退
之
‥
唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。

＊
魯
公
‥
唐
・
顔
真
卿
の
こ
と
。
書
に
優
れ
、
草
書
・
楷
書
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
魯

郡
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
顔
魯
公
と
も
呼
ば
れ
る
。

【
通
釈
】

 

蘇
軾
が
言
う
に
は
、「
杜
甫
の
詩
、
韓
愈
の
文
、
顔
真
卿
の
書
は

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
集
大
成
で
あ
る
」
と
。

十
二

 

學
詩
當
以
子
美
爲
師
。
有
規
矩
故
可
學
。
退
之
於
詩
、
本
無

解
處
、
以
才
高
而
好
爾
。
淵
明
不
爲
詩
、
寫
其
胸
中
之
妙
爾
。

學
杜
不
成
、
不
失
爲
工
。
無
韓
之
才
與
陶
之
妙
、
而
學
其
詩
、

終
爲
樂
天
爾
。

【
訓
読
】

 

詩
を
学
ば
ん
と
す
れ
ば
当
に
子
美
を
以
て
師
と
為
す
べ
し
。
規

矩
有
れ
ば
故
に
学
ぶ
べ
し
。
退
之　

詩
に
於
い
て
は
、
本
よ
り
解

す
る
処
無
く
、
才
の
高
き
を
以
て
好
き
の
み
。
淵
明
は
詩
を
為
ら

ず
、
其
の
胸
中
の
妙
を
写
す
の
み
。
杜
を
学
び
て
成
ら
ざ
る
も
、

工た
く
みた
る
を
失
は
ず
。
韓
の
才
と
陶
の
妙
無
く
し
て
、
而
し
て
其
の

詩
を
学
べ
ば
、
終
に
楽
天
と
為
る
の
み
。

【
語
釈
】

＊
淵
明
‥
東
晋
・
陶
潜
（
淵
明
）
の
こ
と
。

＊
學
杜
不
成
、
不
失
爲
工
‥
杜
甫
の
詩
を
学
べ
ば
、
た
と
い
杜
甫
の
域
に
は
た
ど
り

着
け
な
く
て
も
、
そ
こ
そ
こ
巧
み
な
詩
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
北
宋
・
黄
庭

堅
の「
與
趙
伯
充
」に
、以
下
の
よ
う
な
類
似
の
言
及
が
あ
る
。―

―

學
老
杜
詩
、

所
謂
「
刻
鵠
不
成
、
尚
類
鶩
」
也
。〔
老
杜
の
詩
を
学
べ
ば
、
所
謂
「
鵠
を
刻
み

て
成
ら
ざ
る
も
、尚
ほ
鶩
に
類
す
」
な
り
〕。―

―

「
鵠
」
は
、大
鳥
。「
鶩
」
は
、

ア
ヒ
ル
。

＊
樂
天
‥
唐
・
白
居
易
の
こ
と
。
楽
天
は
そ
の
字
。
元
稹
と
親
交
を
結
び
、
と
も
に

平
易
の
詩
を
目
指
し
た
。
と
り
わ
け
白
居
易
は
、
詩
の
多
く
を
陶
淵
明
に
学
ん

だ
。
北
宋
・
蘇
軾
は
、「
祭
柳
子
玉
文
」
の
中
で
、
彼
ら
の
詩
を
批
判
的
に
評
し

て
「
元
軽
白
俗
」
と
言
っ
た
。

【
通
釈
】

 
詩
を
学
ぼ
う
と
す
る
な
ら
ば
当
然
杜
甫
を
そ
の
先
生
と
す
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
規
範
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
韓
愈
は
詩
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
分
か
り
や
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す
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
才
能
の
高
さ
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い

だ
け
な
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
は
詩
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら

の
胸
中
に
あ
る
妙
趣
を
写
し
取
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
杜
甫
に

学
べ
ば
（
杜
甫
の
よ
う
に
）
な
れ
な
く
と
も
、
そ
こ
そ
こ
巧
み
な

詩
は
で
き
る
。
韓
愈
の
才
能
と
陶
淵
明
の
妙
趣
が
な
い
ま
ま
、
彼

ら
の
詩
を
学
ん
で
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
白
楽
天
ぐ

ら
い
に
し
か
な
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

十
三

 

退
之
詩
云
、「
長
安
衆
富
兒
、
盤
饌
羅
羶
葷
。
不
解
文
字
飲
、

惟
能
醉
紅
裙
」。
然
此
老
有
二
妓
、
號
絳
桃
・
柳
枝
。
故
張
文

昌
云
、「
爲
出
二
侍
女
、
合
彈
琵
琶
箏
」
也
。
又
爲
李
于
志
、

叙
當
世
名
貴
、
服
金
石
藥
、
欲
生
而
死
者
數
輩
、
著
之
石
、
藏

之
地
下
。
豈
爲
一
世
戒
耶
。
而
竟
以
藥
死
。
故
白
傅
云
、「
退

之
服
硫
黄
、
一
病
竟
不
痊
」
也
。

　
荆
公
詩
云
、「
力
去
陳
言
誇
末
俗
、
可
憐
無
補
費
精
神
」。
而

公
平
生
文
體
數
變
、
暮
年
詩
益
工
、
用
意
益
苦﹇

校
一
﹈。

故
知
言
不
可

不
慎
也
。

【
校
異
】

校
一
‥「
平
生
」「
工
、
用
意
益
」
は
、
も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て

補
う
。

【
訓
読
】

 

退
之
の
詩
に
云
ふ
、「
長
安　

富
児　

衆お
お

く
し
て
、
盤
饌　

羶
葷

を
羅
ぬ
。
文
字
の
飲
を
解
せ
ず
、
惟
だ
能
く
紅
裙
に
酔
ふ
の
み
」

と
。
然
れ
ど
も
此
の
老
に
二
妓
有
り
て
、
絳
桃
・
柳
枝
と
号
す
。

故
に
張
文
昌
、「
為
に
二
侍
女
を
出
だ
し
、
琵
琶
と
箏
と
を
合
弾
せ

し
む
」
と
云
ふ
な
り
。
又
た
李
于
の
志
を
為
り
、
当
世
の
名
貴　

金
石
の
薬
を
服
し
、
生
を
欲
す
る
も
死
す
る
者
数
輩
あ
る
を
叙
し
、

之
を
石
に
著
し
、
之
を
地
下
に
蔵
す
。
豈
に
一
世
の
戒
め
と
為
さ

ん
か
。
而
し
て
竟
に
薬
を
以
て
死
す
。
故
に
白
傅
、「
退
之　

硫
黄

を
服
し
、
一
た
び
病
み
て
竟
に
痊い

え
ず
」
と
云
ふ
な
り
。

　

荊
公
の
詩
に
云
ふ
、「
力
め
て
陳
言
を
去
り
て
末
俗
に
誇
る
。
憐

れ
む
べ
し　

精
神
を
費
や
す
を
補
ふ
こ
と
無
き
を
」
と
。
而
し
て

公
は
平
生　

文
体
数
し
ば
変
じ
、
暮
年　

詩
は
益
ま
す
工た
く
みに
し
て
、

意
を
用
ふ
る
に
益
ま
す
苦
し
む
な
り
。
故
に
言
は
慎
ま
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊「
長
安
」
の
四
句
‥
唐
・
韓
愈
の
五
言
古
詩
「
醉
贈
張
秘
書
」
詩
の
一
節
。

＊
盤
饌
‥
大
皿
や
鉢
に
盛
っ
た
ご
馳
走
。
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＊
羶
葷
‥
血
腥
い
肉
料
理
と
臭
み
の
強
い
野
菜
。

＊
文
字
飲
‥
詩
を
賦
し
た
り
文
を
論
じ
合
っ
て
酒
を
飲
む
こ
と
。

＊
紅
裙
‥
赤
い
ス
カ
ー
ト
。
妓
女
や
美
し
い
女
性
を
表
す
。

＊
張
文
昌
‥
唐
・
張
籍
の
こ
と
。
文
昌
は
そ
の
字
。
韓
愈
に
師
事
し
た
。

＊「
爲
出
」
の
二
句
‥
唐
・
張
籍
の
五
言
古
詩
「
祭
退
之
」
詩
の
一
節
。『
全
唐
詩
』

巻
三
八
三
は
、「
爲
出
」
を
「
乃
出
」
に
作
る
。

＊
李
于
志
‥
韓
愈
の
「
故
太
學
博
士
李
君
墓
誌
銘
」
を
指
す
。
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、

李
于
は
、
韓
愈
の
兄
の
孫
娘
の
婿
で
、
方
士
か
ら
得
た
鉱
石
の
薬
に
よ
っ
て
死

ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
墓
誌
銘
に
は
、
薬
の
犠
牲
に
な
っ
た
当
時
の
貴
人

た
ち
の
こ
と
も
あ
わ
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
金
石
‥
硫
黄
や
水
銀
な
ど
の
鉱
物
。
不
死
の
薬
と
さ
れ
た
。

＊
豈
爲
一
世
戒
耶
‥
あ
あ
、
世
の
中
の
戒
め
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
の
意
。

「
豈
〜
耶
」
は
、
こ
こ
で
は
詠
嘆
を
表
す
。

＊
白
傅
‥
唐
・
白
居
易
の
こ
と
。
晩
年
に
太
子
少
傅
を
授
け
ら
れ
た
。

＊「
退
之
」
の
二
句
‥
白
居
易
の
五
言
古
詩
「
思
舊
」
詩
の
一
節
。

＊
荆
公
‥
北
宋
・
王
安
石
の
こ
と
。
晩
年
に
荊
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

＊「
力
去
」
の
二
句
‥
王
安
石
の
七
言
絶
句
「
韓
子
」
詩
の
末
尾
の
二
句
。

＊
末
俗
‥
世
俗
の
人
々
。

＊
費
精
神
‥
こ
こ
で
は
、
詩
語
の
選
択
に
神
経
を
す
り
減
ら
す
こ
と
。

＊
用
意
‥
内
容
や
主
題
を
考
え
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 

韓
愈
の
詩
に
言
う
、「
長
安
に
は
金
持
ち
が
多
く
、
大
皿
に
は
肉

や
野
菜
な
ど
の
ご
馳
走
が
な
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
詩

を
賦
し
た
り
文
を
論
じ
た
り
し
な
が
ら
酒
を
飲
む
こ
と
を
知
ら

ず
、
た
だ
妓
女
の
赤
い
ス
カ
ー
ト
に
う
っ
と
り
酔
い
し
れ
る
こ
と
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し
か
で
き
な
い
の
だ
」
と
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
老
人
に
は
二
人
の

妓
女
が
い
て
、
そ
の
名
を
絳
桃
・
柳
枝
と
い
っ
た
。
だ
か
ら
張
籍

は
、「
私
の
た
め
に
二
人
の
侍
女
を
登
場
さ
せ
、
琵
琶
と
箏
と
を
弾

か
せ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
は
ま
た
、
李
于
の
墓

誌
銘
を
作
り
、
当
時
の
貴
人
た
ち
の
中
に
、
鉱
物
の
薬
を
服
用
し

て
、
不
老
長
生
を
望
み
な
が
ら
死
ん
だ
者
が
数
人
い
た
こ
と
を
述

べ
、
そ
れ
を
石
に
記
し
て
、
地
下
に
埋
め
た
。
あ
あ
、
世
の
中
の

戒
め
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
彼
自
身
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
薬
に
よ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

白
居
易
は
、「
韓
愈
は
硫
黄
を
服
用
し
て
、
病
を
発
す
る
や
つ
い
に

治
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

王
安
石
の
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
、「
韓
愈
は
陳
腐
な
言
葉
を
取

り
去
っ
て
世
俗
の
人
々
に
自
慢
し
た
が
、
詩
語
の
選
択
に
神
経
を

す
り
減
ら
し
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
実
に
気
の

毒
な
こ
と
で
あ
る
」
と
。
と
こ
ろ
が
、
王
安
石
も
平
素
よ
り
そ
の

ス
タ
イ
ル
が
た
び
た
び
変
化
し
て
、
晩
年
の
詩
は
ま
す
ま
す
技
巧

を
凝
ら
す
よ
う
に
な
り
、
描
こ
う
と
す
る
内
容
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
は
ま
す
ま
す
苦
悩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
慎
ま
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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十
四

 
子
美
懷
薛
據
云
、「
獨
當
省
署
開
文
苑
、
兼
泛
滄
浪
學
釣
翁
」。

「
省
署
開
文
苑
、
滄
浪
憶
釣
翁
」、
據
之
詩
也
。

【
訓
読
】

 

子
美　

薛
據
を
懐
ひ
て
云
ふ
、「
独
り
省
署
に
当
た
り
て
文
苑
を

開
く
、
兼
ね
て
滄
浪
に
泛
び
て
釣
翁
に
学
ぶ
」
と
。「
省
署
に
て
文

苑
を
開
き
、
滄
浪
に
て
釣
翁
を
憶
ふ
」
と
は
、
據
の
詩
な
り
。

【
語
釈
】

＊
子
美
‥
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

＊
薛
據
‥
唐
の
人
。
王
維
や
杜
甫
と
交
流
が
あ
っ
た
。
尚
書
水
部
郎
中
の
官
に
つ
い

た
。

＊
「
獨
當
」
の
二
句
‥
唐
・
杜
甫
の
七
言
絶
句
「
解
悶
十
二
首
」
其
四
の
末
尾
の
二
句
。

薛
據
の
こ
と
を
思
い
慕
っ
て
作
っ
た
詩
。
前
半
の
二
句
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。―

―

沈
范
早
知
何
水
部
、
曹
劉
不
待
薛
郎
中
。〔
沈
范　

早
に
何
水
部
を
知

る
も
、
曹
劉　

薛
郎
中
を
待
た
ず
〕。―

―

当
時
、
尚
書
水
部
郎
中
で
あ
っ
た
薛

據
を
、
同
じ
く
水
部
の
官
に
あ
っ
た
南
朝
梁
・
何
遜
に
な
ぞ
ら
え
、「
沈
約
と
范

雲
は
早
く
か
ら
何
遜
の
才
能
を
理
解
し
て
く
れ
た
が
、
曹
植
と
劉
楨
は
薛
據
を

待
た
ず
に
こ
の
世
を
去
っ
た
」
と
詠
う
。
つ
ま
り
、
何
遜
と
同
様
、
文
学
の
才

能
が
あ
り
な
が
ら
、
何
遜
と
異
な
り
、
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
者
が
薛
據
の

周
り
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
の
「
獨
」
は
、
そ
の
よ
う
な
情

況
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。

＊
省
署
‥
中
央
の
役
所
。
こ
こ
で
は
、
薛
據
が
水
部
郎
中
と
し
て
勤
め
て
い
た
尚
書

省
を
指
す
。

＊
開
文
苑
‥
文
壇
を
創
設
す
る
、
の
意
。
こ
こ
で
は
、
文
学
活
動
を
す
る
こ
と
を
い

う
。

＊
滄
浪
‥
青
い
水
の
色
。
一
説
に
、川
の
名
。
こ
こ
で
は
、『
楚
辞
』「
漁
父
」
に
引
く
、

漁
父
が
屈
原
に
向
か
っ
て
歌
っ
た
、
以
下
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。―

―

滄

浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
我
纓
、
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯
我
足
。〔
滄
浪
の
水　

清
ま
ば
、
以
て
我
が
纓
を
濯
ふ
べ
し
、
滄
浪
の
水　

濁
ら
ば
、
以
て
我
が
足
を

濯
ふ
べ
し
〕。―

―

こ
れ
よ
り
「
滄
浪
」
は
、
隠
遁
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

 
 

ち
な
み
に
、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
七
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
注
さ

れ
て
い
る
。―

―

當
省
署
、
昔
爲
部
郎
。
泛
滄
浪
、
今
客
荊
楚
。〔
省
署
に
当
た

る
と
は
、
昔　
部
郎
と
為
る
。
滄
浪
に
泛
ぶ
と
は
、
今　
荊
楚
に
客
た
り
〕。―

―

＊「
省
署
」
の
二
句
‥
『
全
唐
詩
』
巻
二
五
三
に
は
、
薛
據
の
「
句
」
と
し
て
、
こ
の

二
句
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

【
通
釈
】

 

杜
甫
が
薛
據
を
思
い
慕
っ
て
詠
っ
た
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
か
つ
て
役
所
勤
め
を
さ
れ
て
い
た
時
は
、
た
だ
独
り
文
学
活
動
に

奮
闘
さ
れ
て
い
た
が
、
退
任
後
の
今
は
、
さ
ら
に
滄
浪
の
水
に
舟

を
浮
か
べ
て
、
年
老
い
た
釣
り
人
の
生
き
方
を
学
ん
で
お
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
」
と
。「
か
つ
て
役
所
で
は
文
学
活
動
を
し
て
い
た
も

の
だ
が
、
今
は
滄
浪
の
水
の
上
で
年
老
い
た
釣
り
人
の
生
き
方
を

思
い
慕
う
」
と
い
う
の
は
、
薛
據
の
詩
で
あ
る
。
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十
五

 
王
摩
詰
云
、「
九
天
閶
闔
開
宮
殿﹇

校
一
﹈、

萬
國
衣
冠
拜
冕
旒
」。
子

美
取
作
五
字
云
、「
閶
闔
開
黄
道
、
衣
冠
拜
紫
宸
」。
而
語
益
工
。

【
校
異
】

校
一
‥
も
と
は
「
宮
殿
開
閶
闔
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

王
摩
詰
云
ふ
、「
九
天
の
閶
闔　

宮
殿
を
開
き
、
万
国
の
衣
冠　

冕
旒
に
拝
す
」
と
。
子
美
取
り
て
五
字
と
作
し
て
云
ふ
、「
閶
闔　

黄
道
を
開
き
、
衣
冠　

紫
宸
に
拝
す
」
と
。
而
し
て
語
は
益
ま
す

工た
く
みな
り
。

【
語
釈
】

＊
王
摩
詰
‥
唐
・
王
維
の
こ
と
。
摩
詰
は
そ
の
字
。

＊「
九
天
」
の
二
句
‥
王
維
の
七
言
律
詩
「
和
賈
舎
人
早
朝
大
明
宮
之
作
」
詩
の
頷
聯
。

＊
閶
闔
‥
天
上
界
に
あ
る
紫
微
宮
と
い
う
宮
殿
の
門
。
天
子
の
住
む
宮
殿
の
門
の
美

称
。

＊
衣
冠
‥
官
僚
の
こ
と
。

＊
冕
旒
‥
天
子
が
用
い
る
冠
と
ひ
も
で
つ
づ
っ
た
飾
り
玉
。
天
子
を
指
す
。

＊「
閶
闔
」
の
二
句
‥
杜
甫
の
五
言
排
律
「
太
歳
日
」
詩
の
第
三
聯
。

＊
黄
道
‥
こ
こ
で
は
、
天
子
が
出
遊
す
る
時
に
通
る
道
の
こ
と
。

＊
紫
宸
‥
天
子
の
御
殿
の
名
。

【
通
釈
】

 

王
維
の
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
天
上
界
を
思
わ
せ
る
閶
闔
門

が
開
き
天
子
様
の
宮
殿
へ
と
道
が
通
じ
、
全
て
の
国
々
の
官
吏
た

ち
が
天
子
様
に
拝
謁
を
す
る
」
と
。
杜
甫
は
こ
の
詩
句
を
踏
ま
え

て
五
言
の
句
に
作
り
か
え
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。「
閶
闔
門
が
開

き
御
成
り
道
が
通
じ
、
官
吏
た
ち
が
紫
宸
殿
で
天
子
様
に
拝
謁
す

る
」
と
。
そ
れ
で
い
て
、
そ
の
言
葉
は
ま
す
ま
す
巧
み
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

十
六

 

楊
大
年
「
傀
儡
」
詩
云
、「
鮑
老
當
筵
笑
郭
郎
、
笑
他
舞
袖

太
郎
當
、
若
教
鮑
老
當
筵
舞
、
轉
更
郎
當
舞
袖
長
」。
語
俚
而

意
切
、
相
傳
以
爲
笑
。

【
訓
読
】

 

楊
大
年
の
「
傀
儡
」
詩
に
云
ふ
、「
鮑
老　

筵
に
当
た
り
て
郭
郎

を
笑
ふ
、
他
を
笑
ふ
は　

舞
ふ
袖　

太
だ
郎
当
た
れ
ば
な
り
、
若

し
鮑
老
を
し
て
筵
に
当
た
り
て
舞
は
し
め
ば
、
転
た
更
に
郎
当
と

し
て　

舞
ふ
袖　

長
か
ら
ん
」
と
。
語
は
俚
な
る
も
意
は
切
な
れ

ば
、
相
ひ
伝
へ
て
以
て
笑
ひ
と
為
す
。
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【
語
釈
】

＊
楊
大
年
‥
北
宋
・
楊
億
の
こ
と
。
大
年
は
そ
の
字
。
銭
惟
演
・
劉
筠
ら
と
唱
和
し

た
詩
を
集
め
て『
西
崑
酬
唱
集
』を
編
纂
し
た
。
晩
唐
・
李
商
隠
を
尊
び
、対
偶
・

典
故
を
重
ん
じ
、
巧
緻
を
き
そ
っ
た
詩
風
は
、
西
崑
体
と
呼
ば
れ
、
北
宋
の
初

期
に
流
行
し
た
。

＊
傀
儡
詩
‥
楊
億
の「
傀
儡
」詩
は
、『
全
宋
詩
』巻
一
二
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
當
」

「
郎
」「
長
」、
お
よ
び
「
鮑
」「
老
」「
笑
」「
教
」
な
ど
、
母
音
を
共
通
す
る
字

を
多
用
し
、
一
種
の
言
葉
遊
び
を
し
て
い
る
。

＊
鮑
老
‥
役
者
の
名
。

＊
郭
郎
‥
役
者
の
名
。

＊
郎
當
‥
衣
服
が
だ
ぶ
だ
ぶ
で
体
に
合
わ
な
い
さ
ま
を
表
す
畳
韻
の
擬
態
語
。

【
通
釈
】

 

楊
億
の
「
傀
儡
」
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
鮑
老　

酒
盛
り
の

席
に
て
郭
郎
を
笑
う
。
彼
を
笑
う
は　

舞
う
袖
大
き
く　

だ
ぶ
だ

ぶ
だ
か
ら
。
で
も
も
し
鮑
老　

酒
盛
り
の
席
に
て
舞
わ
せ
た
ら
、

袖
長
す
ぎ
て　

も
っ
と
だ
ぶ
だ
ぶ
」
と
。
言
葉
は
卑
俗
で
あ
る
が
、

内
容
は
的
を
射
て
い
る
の
で
、
伝
え
て
笑
い
草
と
し
た
の
で
あ
る
。

十
七

 

呉
越
後
王
來
朝
、
太
祖
爲
置
宴
、
出
内
妓
彈
琵
琶
。
王
獻
詞

曰
、「
金
鳳
欲
飛
遭
掣
搦
、
情
脉
脉
、
看
取
玉
樓
雲
雨
隔﹇

校
一
﹈」。

太

祖
起
、
拊
其
背
曰
、「
誓
不
殺
錢
王
」。

【
校
異
】

校
一
‥「
取
」
の
字
は
、
も
と
は
「
即
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

呉
越
の
後
王　

来
朝
し
、
太
祖　

為
に
宴
を
置
き
、
内
妓
を
出

だ
し
て
琵
琶
を
弾
か
し
む
。
王　

詞
を
献
じ
て
曰
く
、「
金
鳳　

飛

ば
ん
と
欲
し
て
掣せ
い
だ
く搦
に
遭
ふ
。
情
は
脈
脈
た
る
も
、
看
取
す　

玉

楼
の
雲
雨
に
隔
て
ら
る
る
を
」
と
。
太
祖
起
ち
て
、
其
の
背
を
拊な

で
て
曰
く
、「
銭
王
を
殺
さ
ざ
る
と
誓
ふ
」
と
。

【
語
釈
】

＊
呉
越
後
王
‥
五
代
十
国
の
一
つ
、
呉
越
の
最
後
の
王
、
銭せ
ん
し
ゅ
く俶の
こ
と
。
宋
に
抵
抗

す
る
こ
と
な
く
帰
順
し
た
。
事
は
、『
宋
史
』
巻
四
八
〇
「
世
家
三
・
呉
越
銭
氏
」

に
見
え
る
。

＊「
金
鳳
」
の
三
句
‥
『
全
唐
五
代
詞
』
正
篇
巻
三
に
は
、「
失
調
名
」
と
し
て
、
こ

の
三
句
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
取
」
を
「
即
」
に
作
る
。

＊
掣
搦
‥
抑
え
て
自
由
に
さ
せ
な
い
こ
と
。

＊
脉
脉
‥
何
も
言
わ
ず
じ
っ
と
見
つ
め
る
さ
ま
。

【
通
釈
】

 

呉
越
の
後
王
銭
俶
が
宋
の
朝
廷
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
太
祖
は

宴
席
を
も
う
け
て
、
妓
女
を
呼
び
出
し
琵
琶
を
弾
か
せ
た
。
銭せ
ん

俶し
ゅ
く

は
詞
を
た
て
ま
つ
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
金
の
鳳
お
お
と
りは
飛
び

立
と
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
捕
ら
え
ら
れ
縛
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
故
郷
へ
の
思
い
を
胸
に
秘
め
つ
つ
、
玉
の
御
殿
を
じ
っ
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と
み
つ
め
る
も
の
の
、
た
だ
目
に
映
る
の
は
、
視
界
を
遮
る
雲
と

雨
ば
か
り
」
と
。
太
祖
は
立
ち
上
が
っ
て
、
そ
の
背
中
を
撫
で
て

言
っ
た
。「
銭
王
は
殺
さ
な
い
と
誓
お
う
」
と
。

十
八

 

武
才
人
出
慶
壽
宮
、
色
最
後
庭
、
裕
陵
得
之
。
會
教
坊
獻
新

聲﹇
校
一
﹈、

爲
作
詞
、
號
「
瑤
臺
第
一
層
」。

【
校
異
】

校
一
‥「
才
」「
壽
」の
字
は
、も
と
は
脱
落
し
て
い
た
。「
坊
」の
字
は
、も
と
は「
場
」

に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
い
か
つ
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

武
才
人　

慶
寿
宮
よ
り
出
で
し
と
き
、
色　

後
庭
に
最
た
れ
ば
、

裕
陵　

之
を
得
た
り
。
会た
ま

た
ま
教
坊　

新
声
を
献
ず
れ
ば
、
為
に

詞
を
作
り
て
、「
瑶
台
第
一
層
」
と
号
す
。

【
語
釈
】

＊
武
才
人
‥「
才
人
」
は
、
後
宮
の
妃
嬪
の
一
つ
。
武
氏
に
つ
い
て
は
、
未
詳
。

＊
慶
壽
宮
‥
後
宮
に
あ
る
宮
殿
の
一
つ
。

＊
後
庭
‥
後
宮
。
転
じ
て
后
妃
な
ど
を
総
称
す
る
。

＊
裕
陵
‥
北
宋
・
神
宗
の
こ
と
。
死
後
、
永
裕
陵
に
葬
ら
れ
た
の
で
そ
う
称
す
る
。

＊
教
坊
‥
官
設
の
音
楽
・
歌
舞
の
教
習
所
。

＊「
瑤
臺
第
一
層
」
‥
詞
牌
の
一
つ
。『
詞
譜
』
巻
二
十
五
に
収
録
。
た
だ
し
、
詞
牌

下
の
注
に
は
、「
宋
陳
師
道
後
山
詩
話
」
と
し
て
、
本
節
を
引
く
。

【
通
釈
】

 

武
才
人
が
慶
寿
宮
か
ら
出
て
き
た
と
き
、
そ
の
美
し
さ
が
後
宮

の
女
性
た
ち
の
中
で
も
第
一
で
あ
っ
た
の
で
、
神
宗
は
彼
女
を
手

に
入
れ
た
。
そ
の
時
た
ま
た
ま
教
坊
が
新
し
い
音
楽
を
献
上
し
た

の
で
、
彼
女
の
た
め
に
詞
を
作
り
、
そ
れ
を
「
瑶
台
第
一
層
」
と

呼
ん
だ
。十

九

 

宋
玉
爲
「
高
唐
賦
」、
載
巫
山
神
遇
楚
襄
王
、
蓋
有
所
諷
也
。

而
文
士
多
效
之
者
。
又
爲
傳
記
以
實
之
、
而
天
地
百
神
舉
無
免

者
。
余
謂
欲
界
諸
天
、
當
有
配
偶
、
其
無
偶
者
、
則
無
欲
者
也
。

唐
人
記
后
土
事
、
以
譏
武
后
爾
。

【
訓
読
】

 

宋
玉　
「
高
唐
の
賦
」
を
為
り
、
巫
山
の
神　

楚
の
襄
王
に
遇
ふ

を
載
す
る
は
、
蓋
し
諷
す
る
所
有
れ
ば
な
り
。
而
し
て
文
士　

之

に
效な
ら

ふ
者
多
し
。
又
た
伝
記
を
為
り
て
以
て
之
を
実
と
し
、
而
し

て
天
地
の
百
神　

挙
こ
と
ご
とく
免
る
る
者
無
し
。
余　

謂
へ
ら
く
、
欲
界   

諸
天
、
当
に
配
偶
有
る
べ
き
に
し
て
、
其
の
偶
無
き
者
は
、
則
ち
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欲
す
る
無
き
者
な
り
、
と
。
唐
人　

后
土
の
事
を
記
す
は
、
以
て

武
后
を
譏
る
の
み
。

【
語
釈
】

＊
宋
玉
‥
戦
国
・
楚
の
文
人
。
屈
原
の
弟
子
。

＊
「
高
唐
賦
」
‥
宋
玉
の
代
表
作
の
一
つ
。
楚
の
襄
王
が
宋
玉
を
連
れ
、
雲
夢
の
台

に
遊
び
、
高
唐
の
楼
観
を
眺
め
た
折
り
に
、
そ
の
上
に
だ
け
雲
気
が
湧
き
起
こ

る
の
が
見
え
た
。
そ
れ
が
父
の
懐
王
が
一
夜
を
過
ご
し
た
巫
山
の
神
女
だ
と
い

う
こ
と
を
宋
玉
か
ら
聞
い
た
襄
王
は
、
自
ら
も
一
目
そ
の
神
女
に
逢
い
た
い
と

思
い
、
宋
玉
に
命
じ
て
賦
を
作
ら
せ
た
。
そ
れ
が
「
高
唐
賦
」
で
あ
る
。
さ
ら

に
襄
王
は
「
神
女
賦
」
を
作
ら
せ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
巫
山
の
神
女
に
逢
う

こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
宋
玉
の
賦
は
い
ず
れ
も
『
文
選
』
巻
十
九
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。

＊
巫
山
神
遇
楚
襄
王
‥
巫
山
の
神
女
が
出
会
っ
た
の
は
、
正
確
に
は
父
の
懐
王
で
あ

る
。

＊
欲
界
諸
天
、
當
有
配
偶
‥「
欲
界
」
は
、
人
の
住
む
下
界
の
こ
と
。「
諸
天
」
は
、

天
界
の
こ
と
。
下
界
の
人
も
、
天
界
の
神
も
、
当
然
配
偶
者
を
必
要
と
す
る
は

ず
だ
、
と
い
う
こ
と
。

＊
唐
人
記
后
土
事
‥「
后
土
」
は
、
土
地
の
神
の
こ
と
。「
后
土
事
」
は
、「
后
土
夫
人

の
伝
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
南
宋
・
胡
仔
の
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
十
八
「
羅

隠
」
に
引
く
、
北
宋
・
厳
有
翼
の
『
藝
苑
雌
黄
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

―

唐
人
作
后
土
夫
人
傳
。
予
始
讀
之
、
惡
其
瀆
慢
而
且
誣
也
。
比
觀
陳
無
己
詩
話

云
、「
宋
玉
爲
高
唐
賦
、
…
…
唐
人
記
后
土
事
、
以
譏
武
后
耳
」。
予
謂
武
后
何

足
譏
也
。
而
託
之
后
土
、
亦
大
褻
矣
。〔
唐
人　
后
土
夫
人
の
伝
を
作
る
。
予　

始
め
て
之
を
読
み
、
其
の
瀆
慢
に
し
て
且
つ
誣あ
ざ
むく
を
悪に
く

む
な
り
。
比こ
の
ごろ
陳
無
己

の
詩
話
を
観
る
に
、「
宋
玉　
高
唐
賦
を
為
り
、
…
…
唐
人　
后
土
の
事
を
記
す

は
、
以
て
武
后
を
譏
る
の
み
」
と
云
ふ
。
予　

謂
へ
ら
く
、
武
后　

何
ぞ
譏
る

に
足
ら
ん
や
、
而
し
て
之
を
后
土
に
託
す
も
亦
た
大
い
に
褻あ
な
どれ
り
〕。―

―

厳
有

翼
は
「
后
土
夫
人
伝
」
が
武
后
非
難
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る

が
、
后
土
夫
人
の
廟
に
は
、
韋
郎
と
い
う
名
の
少
年
が
併
せ
て
祀
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
様
子
が
年
若
い
男
を
寵
愛
し
た
武
后
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
后
批
判

を
意
図
し
た
も
の
と
す
る
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

「
后
土
夫
人
」
の
事
の
詳
細
は
、『
太
平
廣
記
』
巻
二
九
〇
「
妖
妄
三
・
諸
葛
殷
」

に
見
え
る
。

＊
武
后
‥
武
后
は
、
名
は
照
。
も
と
は
唐
・
太
宗
の
後
宮
に
才
人
と
し
て
仕
え
た
が
、

後
に
太
宗
の
子
・
高
宗
の
皇
后
と
な
り
、
さ
ら
に
実
権
を
握
り
自
ら
帝
位
に
つ

き
、
国
号
を
周
に
改
め
た
。
死
後
、「
則
天
」
と
諡
お
く
り
なさ
れ
た
こ
と
か
ら
、
則
天
武

后
と
呼
ば
れ
る
。

【
通
釈
】

 

宋
玉
が
「
高
唐
の
賦
」
を
作
る
に
あ
た
り
、
巫
山
の
神
女
が
楚

の
襄
王
と
遭
遇
し
た
こ
と
を
書
き
記
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
諷
刺

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
文
士

た
ち
の
多
く
が
こ
れ
に
倣
っ
た
。
彼
ら
も
さ
ら
に
伝
記
を
作
っ
て
、

そ
れ
を
事
実
で
あ
る
と
し
、
そ
の
際
に
天
地
の
神
々
は
こ
と
ご
と

く
彼
ら
に
書
き
記
さ
れ
て
、
彼
ら
の
手
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
者
は
い

な
か
っ
た
。
私
が
思
う
に
、
下
界
の
人
も
、
天
界
の
神
も
、
当
然
、

配
偶
者
を
必
要
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
配
偶
者
が
い
な
い
の
は
、

そ
れ
を
望
ま
な
い
者
な
の
だ
。
唐
代
の
人
々
が
（
韋
郎
と
い
う
少

年
と
一
緒
に
祀
ら
れ
た
）
后
土
夫
人
の
事
を
書
き
記
し
た
の
は
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
（
若
い
男
を
侍
ら
せ
て
い
た
）
武
后
を
非
難
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し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
十

 

黄
詩
韓
文
、
有
意
故
有
工
。
左
杜
則
無
工
矣
。
然
學
者
先
黄

後
韓
、
不
由
黄
韓
而
爲
左
杜﹇

校
一
﹈、

則
失
之
拙
易
矣
。

【
校
異
】

校
一
‥「
左
杜
」
は
、
も
と
は
「
老
杜
」
に
作
る
。「
後
」
は
衍
字
。「
爲
」
の
字
は
、

も
と
は
「
由
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
削
り
か
つ
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

黄
の
詩　

韓
の
文
、
意
有
れ
ば
故
に
工こ
う

有
り
。
左
杜
は
則
ち
工こ
う

無
き
な
り
。
然
れ
ど
も
学
ぶ
者　

黄
を
先
と
し
韓
を
後
と
し
、
黄

韓
に
由
ら
ず
し
て
左
杜
と
為
ら
ん
と
す
。
則
ち
之
を
拙
易
に
失
せ

ん
。

【
語
釈
】

＊
黄
詩
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
詩
。
そ
の
詩
は
、
典
故
を
用
い
修
辞
に
凝
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
。

＊
韓
文
‥
唐
・
韓
愈
の
文
。

＊
工
‥
こ
こ
で
は
、
技
巧
、
工
夫
の
意
。「
上
手
だ
」
の
意
と
区
別
す
る
た
め
、
訓
読

で
は
「
工こ
う
」
と
読
ん
で
お
く
。

＊
左
杜
‥
戦
国
時
代
の
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
書
い
た
左
丘
明
と
唐
の
詩
人
の
杜
甫
。

＊
先
黄
後
韓
‥
こ
の
四
字
は
意
味
が
取
り
に
く
い
。【
校
異
】
で
は
、「
後
」
を
衍
字

と
す
る
。
あ
る
い
は
、「
黄
庭
堅
を
先
に
し
韓
愈
を
後
に
す
る
」
と
い
う
の
は
、

詩
文
の
学
び
方
が
で
た
ら
め
な
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ひ
と

ま
ず
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
お
く
。

＊
拙
易
‥
粗
雑
で
浅
は
か
な
こ
と
。

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
の
詩
と
韓
愈
の
文
は
、
意
図
が
あ
っ
て
技
巧
が
施
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
左
丘
明
の
文
と
杜
甫
の
詩
に
は
技
巧

が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
詩
文
を
学
ぶ
者
は
、
黄
庭
堅
を
先
と

し
て
韓
愈
を
後
と
し
た
り
、
黄
庭
堅
や
韓
愈
を
学
ぶ
道
を
経
ず
に
、

左
丘
明
や
杜
甫
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
、

粗
雑
で
浅
は
か
な
詩
文
し
か
作
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
次
号
に
続
く
）
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